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ガバナーメッセージ 

                                 

Let’s  Enjoy  Rotary  Life  
「ロータリーライフを楽しもう」 

                     

国際ロータリー第２８３０地区  

2021-22年度ガバナー  成 田  秀 治  

 

一年間に感謝を込めて  
  

第 2830 地区の皆様、日々、ロータリー活動にご尽力を賜り、深く感謝申し上げま

す。早いものでガバナー任期も、あと１ヶ月です。  

６月が最後の「ガバナー月信」となります。今年度のＲＩテーマは「奉仕しよう 

みんなの人生を豊かにするために」そして、地区スローガンを「ロータリーライフを

楽しもう」とさせて頂き、地区目標を９つ掲げスタートしました。  

2 月 1 日～11 日まで、史上初のオンラインによる国際協議会。３月 14 日には、新

型コロナウイルス感染拡大防止の観点から地区チーム研修セミナー(ＤＴＴＳ)と会長

エレクト研修セミナー(ＰＥＴＳ)を同日開催とし、従来の対面式を中止し、最少人数

での会場参加者とＺｏｏｍを併用したハイブリッド式で開催しました。未だ、新型コ

ロナウイルス感染拡大が収束しない中、５月 22 日の地区研修・協議会(ＤＴＡ)もハ

イブリッド式での開催でした。そして、10 月 16 日～17 日の地区大会も同様の理由に

よりハイブリッド式での開催。奉仕活動として、ロータリー奉仕デー、世界ポリオデ

ーや各イベントなどにご協力を賜り誠にありがとうございました。また、7 月 13 日の

八戸北ＲＣを皮切りに 40 クラブ全て、対面式で公式訪問させて頂き、多くのことを

学びました。誠にありがとうございました。  

最後にひとつひとつの事業を進めるにあたり、パストガバナー、ガバナー補佐、地

区委員長・委員、各クラブ会長・幹事・クラブ会員、そして、なにより地区幹事・五

所川原イヴニングクラブの皆様方の温かいご支援とご協力により、１年を歩ませて頂

いたことは、大きな財産になりました。私の人生にとって身に余る物を頂いたように

感じております。皆様から頂いた奉仕の心に感謝を申し上げ１年間の御礼に代えさせ

て頂きます。  
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６月は「親睦活動月間」 
  

６月はロータリー親睦活動月間です。世界のロータリアンが世界中で親睦活動を推

奨し、奉仕活動を行っています。  

ロータリーの二本柱とは「親睦と奉仕」であり、ロータリー活動の原点だと思いま

す。新しいロータリー年度が始まって、各クラブの新会長の挨拶にも必ずと言ってよ

いほど「親睦と奉仕」という言葉が述べられていると思います。親睦と奉仕がロータ

リーライフを支える二本の大きな柱であり、親睦が失われればクラブは崩壊するだろ

うし、奉仕がロータリー活動の大きな目的であることは間違いありません。  

親睦とは、ロータリークラブがクラブとして存続していく上で欠かすことの出来ない

必要条件です。ロータリアンひとりひとりの心を結び付ける必要不可欠なものです。

親睦を深める最適な場所は例会です。例会において、いかに友情を深めるかを考え実

行することと、いかにして真の親睦が保たれるような環境整備することが、最大の任

務だと思います。  

ほとんどのクラブでは、新入会員は親睦活動委員会に配属されます。これは新人だ

から下働きに使おうということではなく、親睦活動委員として、会員相互の親睦を深

める活動に従事することによって、一日でも早く古い会員と融和を図ることを期待し

ているからです。ロータリアンがお互い切磋琢磨し自己改善に努めることで、ロータ

リーの親睦が一層深まり、奉仕の心が高まっていくのだと思います。  
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ガバナーエレクトとしての 

一年間を振り返り思う事  

 

    2021－22年度ガバナーエレクト 

田 中 常 浩  
 

昨年 7 月 1 日よりガバナーエレクトとして活動する中、新型コロナウイルスの影響

で同期のエレクトと対面で合えるガバナー会も中止に、同期のエレクトとは今まで

Zoom にて月一で情報交換していましたが、初めて対面で会えたのが、9 月に実施され

た GETS でした。その時はまだ国際協議会は実施予定でしたが、12 月に入りオミクロ

ン株が蔓延し始める中で実施されたロ－タリ－研究会、対面で 2 回目の会合、そこで

話題になったのが国際協議会に参加するかどうか。結果はオンラインでの参加、帰国し

てからの待機問題が一番に挙げられました。その後 Zoom 参加なのに、国際協議会出

席壮行会をして頂き有難う御座いました。  

今年に入り 1 月 20 日、RI 会長エレクトのテーマ「IMAGINE ROTARY」が発表に

なりました。同時にエレクトが学ぶ研修のビデオも事前に見る事が出来本番に備えま

した。2 月 7 日から 2 月 15 日までオンライン(Zoom)でしたが、国際協議会は実りあ

る研修でした。その後 3 月 5 日に諮問委員会で国際協議会の報告を経て、地区チ－ム

研修セミナー（DTTS）で地区役員の方々に RI 会長エレクトのテーマ、私の地区スロ

ーガンと地区目標をビデオを交えながらお話しさせて頂きました。但し全員が対面で

無く Zoom 参加も少人数ありました。参加者の殆どが参加して頂き久々の懇親会、大

変盛り上がりました。  

3 月 19 日むつ市で開催の会長エレクト研修セミナー（PETS）、コロナウイルスが

中々終息しない、皆さんが心配している中での開催、どの位の参加者があるか心配でし

たが、実施して本当によかったと思っています。今回は私が国際協議会で学んだことを

短縮させて頂き、RLI 方式で実施致しました。山崎 PG・源新 PG・米谷委員長には大

変お世話になりました。今までは聞くだけの会長エレクト研修セミナーでしたが、参加

者皆さんに発言して頂き身になった PETS だったと思っています。  

5 月 14 日最後の研修（DTA）地区研修・協議会、参加予定人数の 6 割位の対面参加

者、今後はこの様な形で、ハイブリット会議が実施されるのかなと思っています。対面

者を多くするためには、一刻も早く治療薬の開発が望まれます。（DTTS）（PETS）

（DTA）も終わり私自身安堵しております。これも、次期幹事長・各研修の実行委員

長・お手伝い頂いた皆様方のお陰です。7 月 1 日まで少しの時間がありますので、地区

のため何が出来るか考えながら、会員増強・公共イメージ向上・ポリオプラス・環境問

題等々取り組まなければと思っています。 
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そして、一番大事な 7 月 1 日からの公式訪問、基本は一人一人のロ－タリアン、各

クラブであります。自分なりに考えながら訪問したいと思っておりますので、宜しくお

願い致します。  

 

 

― ガバナー補佐ご挨拶 － 
 

 

 

一年間を振り返っての活動報告 

 

東第１グループ ガバナー補佐   

岡 山 信 広（六ヶ所 RC） 

 

 

  2020-21 年度（前年度）にガバナー補佐を拝命し、最初に私がしたことは前年度中

に東第１グループのクラブをすべてメイキャップで訪問させて頂きました。その際に、

訪問した全てのクラブの皆様から大歓迎を受けたことが大変うれしく感動し、「ロータ

リーの友情」を肌で感じました。その後の２０２１‐２２年度（当年度）においてはガ

バナー公式訪問の直前訪問、公式訪問への随行、公式訪問後の単独での訪問、インター

シティーミーティング（ＩＭ）開催のご案内と、当年度は４回訪問させて頂きました。  

 ＩＭは参加人数を制限しての開催となりましたが、成田ガバナー、沼田パストガバナ

ー、田中エレクト、築舘ノミニーをゲストにお迎えし、合同例会、沼田パストガバナー

による特別講演、感染予防対策した上での懇親会をプログラムに、六ヶ所ＲＣ有志で結

成したＩＭ実行委員会の皆さんの協力の下で実現することが出来ました。  

私のロータリー経験は、前年度においてはロータリー歴１１年間、クラブ幹事を２年

間、クラブ会長を１年間で、国際ロータリー第２８３０地区（以下、地区）での委員の

経験もありませんでした。  

その様な私がガバナー補佐という職位を頂いた事のおかげでロータリーについて特

等席でたくさんの事を学ぶ機会を頂戴した。その上、東第１グループのロータリアンや

同期のガバナー補佐、歴代のパストガバナーや田中エレクト、築舘ノミニー、成田ガバ

ナーを筆頭に地区幹事長と地区幹事、地区事務所の本当に多くの皆様からご厚遇と貴

重な経験を頂戴し、さらに新たな友情を育ませて頂きました事に対して、深く感謝して

１年間を振り返っての活動報告とさせて頂きます。本当にありがとうございました。  
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一年を振り返って 

 

東第２グループ ガバナー補佐 

小比類巻 雅祥（三沢 RC） 

 

 ガバナー補佐を仰せ付かって一年、やはり新型コロナウイルス感染のことを思い悩

み、振り回される結果となりました。一番悔しかったことは、IM を開催できなかった

ことです。当初、２月に計画しましたが、感染状況が高い数値を継続したため、延期を

決定。５月開催を目指して翻弄しましたが、様々な要因が重なり、中止を決定せざるを

得ませんでした。 

 補佐就任の７月には、第２グループ・６クラブを挨拶に回りました。皆様に温かく迎

えて頂き、感謝しております。８月には、今年度、初めて開催のロータリー奉仕デーの

開催説明に回り、また、ガバナー公式訪問随行を９月にかけて行いました。この頃には、

各クラブとも親しくなり、クラブ運営や行事等について私の方が勉強させて頂きまし

た。 

 年が明けて１月には、新年の挨拶と IM 参加のお願いに回りました。皆様からは、参

加協力と激励を受け、非常に心強く感じ、開催に向け決意を新たにしていました。しか

し、２月当初の感染者数の状況では、開催の決定には踏み切れず、延期を決定、通知し

ました。ゴールデンウィーク明けの５月を過ぎても感染者数の改善は見られず、三沢ク

ラブの理事会でも協議を重ねましたが、残念ながら、中止とさせて頂きました。クラブ

訪問も、奉仕デーも、地区大会も、IM も、とにかく、コロナに左右され、思い悩んだ

一年でした。 
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一年間の活動を振り返って 

 

 

西第１グループ ガバナー補佐 

今   淳 一（つがる RC） 

 

 今年度も、コロナに始まりコロナで終わった年度になりました。IM も中止になりク

ラブの様々な行事も延期や中止となりました。ただ公式訪問だけは何とか回る事がで

き安心できました。公式訪問して感じたのは、どのクラブも創意工夫をしながらの年度

だったと思います。補佐として至らぬところが多々あったと思いますが、コミュニケー

ションの大切さやチームワークの大切さを勉強させていただきました。 

 西第１グループの全てに会員に感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

西第２グループ ガバナー補佐 

工 藤 昭 義（板柳 RC） 

 

 今年度も昨年と同様にコロナ渦の真っただ中という感じでした。各クラブの活動も

昨年以上に行事が中止、延期が続き、補佐としての活動も制約があり任務を果たせない

一年でした。それでも各クラブが創意工夫をしながら活動していたことに強く感銘を

受けました。Zoom を使ったネットを通しての地区大会、協議会など、活動環境が大き

く変わり戸惑うことばかりでしたが、新しい物事に大変勉強にもなりました。特に、Ｉ

Ｍ、８クラブ合同例会を６月まで延ばしてもコロナ渦に流されてしまったのはとても

残念で心残りであります。  

 しかし、このような経験を生かしてこれからもロータリーの会員として頑張りたい

と思います。一年間支えてくださりました地区会員の皆様に感謝いたします。成田秀治

ガバナー、ありがとうございました。  
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中グループ ガバナー補佐 

蒔 苗 亜希子（青森北東 RC） 

 

 

ガバナー補佐という身に合わない大役を仰せつかりまして恐縮するばかりの一年で

したが、中々見る機会の無い立場での学ぶ機会を頂きまして誠にありがとうございま

した。  

 公式訪問の際には、各クラブの自主性や特色がとても興味深いものでした。  

会長幹事面談ですが、昔は本年度と次年度の両会長幹事との面談だったと伺った事が

あります。これは中グループですと今は青森ロータリークラブのみのようですが、クラ

ブの方針の連続性や企画立案のタイミングを考えますと、特に会長幹事未経験者がそ

の任に当たるについてはその方が理に適うと感じました。  

 また、2830 地区の皆様が、本当に色々な奉仕活動をしているお話を伺うことが出来

ました。コロナ禍のこういう時だからこそ、奉仕活動については日頃の活動をどの様に

しているかが、活動の機会を制限される中でも一際生きていたのではないかと思いま

す。  

 たとえば青森北東 RC では毎年清掃活動をしていましたから、その活動はコロナ禍

で一時中断していましたが、成田ガバナーより海岸清掃の呼びかけがあった際にはス

ムーズに活動できたかと思いましたし、青森モーニング RC と合流した際も比較的ス

ムーズだったのではないかと思います。また青森 RC がウクライナの為の募金活動を

行った際にも、毎年ポリオデーでの募金活動のベースがあったからこそ、その毎年の積

み重ねがいざ何かやろうというときに生きていたのではないでしょうか。  

 他グループがどういう活動をしているかも、もっと詳細に分かる機会があれば、今後

の色々な活動のヒントや参考になるのではと思いました。  

 IM 等の活動もままならない中でしたが、人との交流や情報交換においては日頃のロ

ータリアンの繋がりと信用は大事なものだったのではないかと思います。この機会を

頂いた成田ガバナーに感謝すると共に、田中ガバナーエレクトの次年度の益々のご発

展を祈念いたします。  

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

 

 

GOVERNOR‘S MONTHLY LETTER 2022 年 6 月号 

 

 

 

 

 

南グループ ガバナー補佐 

岩 岡 隆 雄（八戸東 RC） 

 

 

2021 年 7 月より、南グループの 9 クラブを担当させて頂きました。 例会訪問は 4 回

以上を目指しておりましたが、前半はコロナ禍の例会中止や時短での開催もあり、地区

方針と地区事業の開催、特にロータリー奉仕デーの開催は南グループの場合座礁船に

よる海難事故で海岸清掃を諦める事となり残念な結果となりました。  

年次大会はコロナ感染の心配を考慮して南グループ各クラブの参加は限られた方に

なったと感じます。次年度は実りある成果を称える大会に期待するところです。  

クラブ訪問は年度開始にご挨拶に訪問しましたが、各クラブの会長も緊張されてい

たと想いますし、私自身がどの様に関わっていけば良いか考えながらの訪問だったと

想います。  

初回訪問は成田ガバナーの方針説明を役割と考えて参りました。 ガバナー公式訪問

では、成田ガバナー・地区幹事長と一緒に出席させて頂きました。 ここではクラブ協

議会のあり方を感じ、ガバナーに伝えたいクラブ、ガバナーから指導を仰ぐクラブや

様々な進め方もクラブの独自性と感じました。  

クラブの訪問を振り返って感じる事は、ロータリアンとして一職業人としての地域

に必要な存在であると言う事です。それぞれが独自の奉仕哲学を発揮している事です。  

それは、企業の社員を大切に考えている事、事業の継続発展に自信をもって発言してい

る経営者に出会った時は良い出会いが出来たと思いました。 そして、例会では会長要

件が大切な要素である事、リーダーシップを強く感じることが出来ました。  

例会前に十分な準備をして点鐘をされている会長と出会うと、自身の会長時と重ね

恥ずかしさを感じるほどでした。リーダーシップを感じるのはそれぞれのクラブでロ

ータリーについて自分の思いを伝えようとしている姿であるように感じました。  

クラブにとって会長要件はいかに重要なものかに気づかされました。 例会の使い方

も様々でした。ホームクラブで慣れているとすべてがクラブの独自性であることに気

づかされます。ロータリークラブの一時間はどの様な性質を持っているか 、会員は例

会にどの様な気持ちで参加されているか、これも深く観察してみたいと感じるところ

です。  

例会開始前にどんな様子で運営をしようとしているかも､興味深いところでした。 会

場に集う会員が一時間を充実した例会に仕上げるために、幹事や理事役員の労も感じ

るところであります。これも独自性でしようか 。 
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  会長と幹事の役割や会場監督の立場もそれぞれのクラブで工夫されており例会を効

果的な運営をされており、伝統の中で先輩ロータリアンからの継承を感じます。  

他クラブの会長エレクトがメークアップされたときの事ですが、ホームクラブに参

考となる事を発見し会長年度で実践された事を思い出します。 ロータリーはクラブが

基本ですのでクラブ会員が団結して行動出来る組織であれば強いと深く感じた一年で

した。  

クラブ訪問を通じ各クラブの会長・幹事の皆さんが充実した一年であってほしいと

願っております。  

私も、これからもロータリーの一員として自分の出来る事でクラブの発展に寄与し

て参りたいと想います。心残りは同期のＡＧとの交流が少ない一年ではありましたが

今後も良いお付き合いが出来たらと感じております。  

最後に自分の力不足を感じながら一年間の感謝とお礼を申し上げます。 皆さん有り

難うございました。  
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「ウクライナ人道危機救援募金」についてご報告いたします 

 

ガバナー 成 田 秀 治 

 

 地区内の皆さまからのご支援、また、３月から４月に地区内にて各 RC による街頭募

金、企業の職域募金等でお寄せいただきました下記ご支援金に国際奉仕委員会と平和

資金予備費から充当し、４月末にロータリー財団に日本円で 600 万円を送金いたしま

した。 

 各クラブの皆さまには深く感謝申し上げますとともに、一日も早く平和な世界に戻

る日が来ることを祈念申し上げます。 

 

街頭募金 

企業の職域募金 

地区内 40 クラブ 

国際奉仕委員会 平和資金予備費 合  計 

5,376,506 300,000 323,494 6,000,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 3 月 31 日 東奥日報掲載広告 
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青森ロータリークラブ 

3 月 12 日 

 

2022 年 3 月 13 日 

東奥日報掲載記事 
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むつロータリークラブ 3 月 26 日（むつグランドホテル） 
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八戸北ロータリークラブ 
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地域コミュニティと連携する蕪島海岸清掃活動の取り組み  

  

八戸南ロータリークラブ   

社会奉仕委員長 橋 本   修  

  

風光明媚な蕪島は昔から多くの市民に愛される観光地で、今年 3 月には国の天然記

念物「蕪島ウミネコ繁殖地」の指定（大正 11 年）より 100 周年を迎えました。  

八戸南ロータリークラブでは、社会奉仕活動として、蕪島海岸清掃活動を毎年おこな

っており、八戸高校インターアクトクラブを指導する青少年奉仕活動と連動した活動

となっています。  

蕪島は当クラブにとって忘れられない場所です。  

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災で被災した蕪島海浜公園駐車場の多目的トイレを

建設するため、当クラブが中心となって、国際ロータリー財団、国内外のロータリーク

ラブの協力を得て 2012 年竣工し、八戸市へ寄贈いたしました。  

また、昨年 9 月には震災復興 10 周年を記念して、蕪島神社の野澤俊雄宮司（当クラ

ブ会員）の御協力を得て、八重桜 3 本（御衣黄、関山、天の川）を寄贈植樹しました。

本年 4 月には御衣黄という珍しい黄色い桜も見事に花を咲かせ、観光客の目を楽しま

せています。  

地域のコミュニティと連携した清掃活動は、ロータリークラブの活動を知ってもら

う良い機会になり、賛同者、理解者を増やすことに繋がっております。  
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藤本 博之 

（六ケ所） 

 4 月 1 日入会 

 

永瀬 正之 

（十和田八甲） 

 4 月 1 日入会 

 

   日下  稔 

（青森） 

   4 月 7 日入会 

 

 

 

   宮嶋 年宏 

（青森） 

   4 月 7 日入会 
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会員動向 

                                                     

《 2022 年 4 月 》 

 

     【入会者】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  大和 弘尚 

（むつ） 

  4 月 5 日入会 

 

 

 

 吉田 暁博 

（弘前） 

   4 月 18 日入会 

 

 

 

  宇都 正樹 

（弘前） 

  4 月 18 日入会 

 

 

 

  木村  一 

（弘前） 

  4 月 18 日入会 

 

 

 

   小畑 和仁 

（青森） 

   4 月 7 日入会 
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   長内 琢己 

（青森） 

   4 月 14 日入会 

 

 

 

   沼畑 秀樹 

（青森） 

   4 月 14 日入会 

 

 

 

   塚田 義則 

（青森ﾓｰﾆﾝｸﾞ） 

   4 月 19 日入会 

 

 

 

   中里 政廣 

（五戸） 

   4 月 1 日入会 
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            【退会者】 

クラブ名 氏名 退会日 

むつ 和田 好史 4 月 4 日 

弘前   原  徹 4 月 1 日 

弘前 松嶋 邦治 4 月 1 日 

弘前 青木 慎一郎 4 月 1 日 

弘前 尾崎 克己 4 月 1 日 
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  中野渡 勝孝 

（十和田東） 

  第 1 回 

 

   黒沢  悟 

（むつ） 

   PHF+1 

 

 

 

 

 

 

 

   山口  聡 

（青森） 

    PHF 
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        【ロータリー財団寄付】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【米山記念奨学会寄付】 

             ＜米山功労者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   田中 常浩 

（むつ） 

   PHF+6 
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2022年4月会員数の増減及び出席率表　

前月末
会員数

入会 退会
4月末
会員数

女性
会員数

期　首
会員数

入会
累計

退会
累計

むつ 3 80.00

むつ大畑R衛星

野辺地 4 100.00 14 0 0 14 2 14 0 0 100.00

七戸 4 88.90 9 0 0 9 2 10 0 1 33.33

東北 2 79.20 17 0 0 17 2 16 1 0 94.12

むつ中央 4 70.00 24 0 0 24 0 23 1 0 12.50

六ケ所 4 48.00 32 1 1 32 0 30 3 1 28.13

6クラブ小計 149 2 2 149 8 145 7 3

三沢 4 54.35 25 0 0 25 1 24 1 0 36.00

十和田 4 50.00 37 0 0 37 8 34 3 0 27.03

十和田東 4 82.40 27 0 0 27 2 27 0 0 55.56

おいらせ 4 75.00 9 0 0 9 1 9 1 1 44.44

三沢東 4 78.55 36 0 0 36 5 36 0 0 33.33

十和田八甲 3 91.67 83 1 0 84 1 83 3 2 32.14

6クラブ小計 217 1 0 218 18 213 8 3

五所川原 4 49.28 52 0 0 52 6 54 0 2 76.92

金木 4 91.00 13 0 0 13 2 13 0 0 7.69

鰺ヶ沢 0 15 0 0 15 2 14 2 1 33.33

鶴田 3 45.80 8 0 0 8 1 8 0 0 37.50

五所川原中央 4 50.00 30 0 0 30 2 29 2 1 36.67

つがる 3 66.60 32 0 0 32 0 31 1 0 25.00

五所川原イヴニング 2 37.00 29 0 0 29 7 30 2 3 44.83

7クラブ小計 179 0 0 179 20 179 7 7

弘前 4 71.30 47 3 4 46 3 46 4 4 39.13

弘前東 3 61.90

弘前東桜華R衛星 0

板柳 2 100.00 12 0 0 12 0 12 1 1 33.33

黒石 2 100.00 20 0 0 20 1 19 2 1 60.00

大鰐 3 70.00 10 0 0 10 0 10 0 0 30.00

弘前西 2 100.00 28 0 0 28 3 28 0 0 75.00

平賀・尾上 1 45.50 11 0 0 11 0 11 0 0 27.27

弘前アップル 2 100.00 21 0 0 21 3 22 0 1 66.67

8クラブ小計 171 3 4 170 16 157 22 9

青森 3 73.60 85 5 0 90 6 87 12 9 81.11

青森北東 2 76.20 22 0 0 22 3 24 0 2 72.73

青森中央 1 71.40 7 0 0 7 1 6 1 0 28.57

青森モーニング 2 64.00 23 1 0 24 3 21 4 1 45.83

4クラブ小計 137 6 0 143 13 138 17 12

八戸 4 100.00 62 0 0 62 0 60 4 2 44.26

八戸東 4 100.00 46 0 0 46 0 50 2 6 63.04

三戸 4 100.00 9 0 0 9 0 9 0 0 100.00

五戸 3 80.30 11 1 0 12 0 11 1 0 58.33

南部 3 80.00 10 0 0 10 0 10 0 0 50.00

八戸北 4 74.60 39 0 0 39 9 38 2 1 48.72

八戸南 3 74.70 31 0 0 31 1 31 0 0 87.10

八戸中央 2 47.40 23 0 0 23 6 22 2 1 47.83

八戸西 3 38.00 36 0 0 36 21 35 6 5 38.89

9クラブ小計 267 1 0 268 37 266 17 15

1,120 13 6 1,127 112 1,098 78 49 47.89

期首会員数は2021年6月末会員数です

7月1日の会員数は1,109名です

4月末現在の入退会人数です

西
第
二
グ
ル
ー

プ

中
グ
ル
ー

プ

南
グ
ル
ー

プ

合　計

52

220022

2 1 28.30

東
第
二
グ
ル
ー

プ

西
第
一
グ
ル
ー

プ

東
第
一
グ
ル
ー

プ

53 1 1 53 2

My Rotary

登録率
％

グ

ル
ー

プ

クラブ名
例
会
数

出席率
％

正会員数

22.7321596
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ロータリー親睦活動月間

月　日 曜　日 内　　容 会　　場

1 （水）

2 （木）

3 （金）

4 （土） 国際ロータリー年次大会　ヒューストン大会（～8日） アメリカ・ヒューストン

5 （日）

6 （月）

7 （火）

8 （水）

9 （木）

10 （金）

11 （土） 第3回諮問委員会 ホテル青森

12 （日）

13 （月）

14 （火）

15 （水）

16 （木）

17 （金）

18 （土）
弘前アップルRC創立10周年
地区リーダーセミナー・日本青少年交換研究会熊本会議（～19日）

フォルトーナ
くまもと森都心プラザ ほか

19 （日）

20 （月）

21 （火）

22 （水）

23 （木）

24 （金）

25 （土）

26 （日）

27 （月）

28 （火）

29 （水）

30 （木）

2022年6月

地区行事予定
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月　日 曜　日 内　　容 会　　場

1 （金） 第１回ガバナー会議/ガバナー・元・次期ガバナー懇談会 グランドプリンスホテル高輪

2 （土）

3 （日）

4 （月）

5 （火）

6 （水）

7 （木）

8 （金）

9 （土）

10 （日） 全国青少年交換委員長・危機管理委員長合同会議 AP日本橋

11 （月）

12 （火）

13 （水）

14 （木） ガバナー公式訪問　五所川原イヴニングRC ホテルサンルート五所川原

15 （金）

16 （土）

17 （日）

18 （月） 海の日

19 （火） ガバナー公式訪問　八戸北RC 八戸プラザホテル

20 （水） ガバナー公式訪問　八戸RC 八戸グランドホテル

21 （木） ガバナー公式訪問　青森RC ホテル青森

22 （金）

23 （土） 第1回財団セミナー アスパム

24 （日）

25 （月） ガバナー公式訪問　東北RC 青森原燃テクノロジーセンター

26 （火）

27 （水） ガバナー公式訪問　おいらせRC レストランカワヨグリーンロッヂ

28 （木） ガバナー公式訪問　五所川原中央RC ホテルサンルート五所川原

29 （金）

30 （土）

31 （日）

2022年7月

地区行事予定
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